
議案第２号

鳥取県文化財保護審議会への諮問について

鳥取県文化財保護審議会に対する諮問案を別紙のとおり提出します。

平成２２年８月１９日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



諮 問

鳥取県文化財保護審議会

下記の事項について、鳥取県文化財保護条例第４４条の規定により意見を求めます。

平成２２年８月１９日

鳥取県教育委員会

委員長 上山 弘子

記

１ 鳥取県文化財保護条例第４条第１項の規定に基づく下記の保護文化財の指定について

保護文化財「蔵見３号墳出土鴟尾付陶棺」(鳥取市)

蔵見３号墳は鳥取市福部町南田に所在する多角形墳である。昭和５１年と平成３年に行わ

れた分布調査等の際に破壊された横穴式石室から陶棺の多数の破片が採集されたもので、平

成８年に福部村教育委員会（当時）により発掘調査が行われ、東西１１．５ｍ、南北１０．

０ｍの多角形墳であることが明らかになった。

鴟尾付陶棺は復元すると、全長１８５．０㎝、最大幅５０．０㎝、脚部を含む最大高８４．

０㎝を測る大型の陶棺である。棺蓋・棺身共に２分割して焼成され、これを組み合わせる須

恵質四注家形陶棺で、底部外面に２列８個、併せて１６個の脚部が付くものである。一緒に

出土した小型の鴟尾については、屋根形の蓋の棟部両端の円孔にはめ込む型式に復元された。

陶棺に鴟尾を装着したと推定される例は岡山県にあるが、鴟尾付陶棺として全体像を見るこ

とができるものは全国で唯一の例である。出土した須恵器の年代から７世紀第３四半期から

８世紀初頭までの所産と推定され、終末期の古墳文化における仏教的要素の導入をうかがわ

せる貴重な資料となっている。

なお、共伴した須恵器鳥形瓶は県内で３例目のものである（いずれも現在、鳥取市埋蔵文

化財センターで保管）。

鴟尾付陶棺 鳥形瓶
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保護文化財「法勝寺電車車輌」（米子市及び南部町）

旧日ノ丸自動車法勝寺鉄道は、米子市―南部町（旧西伯町）間を昭和４２年まで結んでい

た鉄道である。大正１３年の営業開始から、全線廃止となるまで｢法勝寺電車｣として親しま

れ、多くの地域住民の移動手段として利用されてきた。廃線となった現在では、客車である

フ５０形５０号客車（以下「客車」）が米子市に、デハ２０１形２０３号電動客車（以下「電

動客車」）及び法勝寺鉄道に関する資料（以下「資料」）が南部町に保存されている。

客車は、１８８７(明治２０)年にイギリス・バーミンガムで製造され、我が国に輸入され

た木製２軸三等客車で、同客車としては国内現存最古である。一方、電動客車は「１９２２

（大正１１）年」に国内で製造された木製車体の電動客車であるが、いずれも鉄道の産業遺

産として、地域の歴史資料としての価値は高いと思われる。さらに、南部町の祐生出会いの

館には、法勝寺鉄道に関する資料が保存されている。

これらは、鳥取県における地域交通の近代化に貢献した法勝寺鉄道の在りし日の姿を今日

に伝える重要な歴史資料であり、長く後世に継承する価値は十分に認められる。

フ５０形５０号客車 デハ２０１形２０３号電動客車
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